
GitHub星68,000個が証明した。「自分のPCが従業員になる

日」OpenClawが静かに破壊するAI代理実行市場の全貌

現在、こんなことを考えている人はいないだろうか。

「AIツールを使い始めたのに、結局まだ自分で作業している。」

そう感じているなら、この記事はあなたのために書いた。 消す可能性が高いの

で、今すぐブックマーク推奨。

※この記事は、海外で入手した最新のAIエージェントトレンドを、私自身

が忘れないように記録した「勉強用メモ」の完全版です。

あなたのAIは、まだ「喋るだけ」ではないか？

ChatGPTに質問する。 答えが返ってくる。 あなたがその答えを読んで、自分で

作業する。

これは「AI活用」ではない。 「AI検索」だ。

本当の意味での自動化は、あなたが寝ている間に仕事が終わっている状態を指

す。

では、世界の一部の開発者たちは、すでにその世界に到達している。 なぜあな

たには、まだその扉が開いていないのか？

「ChatGPTの時代」は静かに終わった

2023年、ビル・ゲイツはこう言い切った。

「エージェントは、コンピューターとの関わり方を根本から変えるだけでなく、

ソフトウェア産業そのものをひっくり返す。コマンド入力からアイコンタップへ

の革命以来、最大のコンピューティング革命になる。」



あの発言から、わずか2年あまり。

その革命は、静かに、しかし確実に、あなたの知らないところで始まっていた。

その名前を、あなたはまだ知らないかもしれない。

OpenClaw（オープンクロー）。

GitHubスター数68,000。 ローンチからたった数ヶ月で、開発者コミュニティ

の間でバイラルに広がったオープンソースのAIエージェント。 そして今、インタ

ーネット上に30,000以上の公開インスタンスが存在すると確認されている。

これは、ブームではない。 インフラの交代だ。

Peter Steinbergerという男の話をしよう

PSPDFKit（現Nutrient）という会社の創業者、Peter Steinberger。

世界中のエンタープライズ向けPDFライブラリを作り、グローバル企業に採用さ

れ続けた男だ。

彼はある日、気づいた。

「AIと会話するのに、なぜブラウザを開いてログインして、画面の前に座らなけ

ればならないのか？」

そこから生まれたのがClawdbot。 商標問題を経てMoltbot、そして現在の

OpenClawへと進化した。

コンセプトは驚くほどシンプルだった。

「WhatsAppに文字を打てば、AIが実際に動く。」

メール送信、カレンダー管理、ウェブリサーチ、スクリプト実行。 あなたのPC

が、24時間365日動く「デジタル従業員」になる。

2025年11月のローンチから87日で、その思想は世界の開発者68,000人を動か

した。



OpenClawが「他のAIツール」と根本的に違う3つの理由

理由①：あなたのデータは、あなたのPC上だけで動く

ChatGPT、Claude、Gemini。 これらはすべて、あなたの情報をクラウドに送

信して処理する。

OpenClawは違う。 自分のラップトップ、自宅サーバー、VPSに設置する。 デ

ータは外に出ない。

プライバシーが守られるだけではない。 あなたの実際のファイル、実際のカレ

ンダー、実際のメール、すべてにアクセスできる「文脈のあるAI」になる。

これが決定的な差だ。

理由②：「答えを返す」のではなく「タスクを実行する」

従来のAIチャットボット：「メールの下書きを書きます」→あなたがコピーして

送る。

OpenClaw：「明日の会議の参加者に自動でリマインドメールを送って」→送ら

れる。

WhatsApp、Telegram、Discord、iMessage、Slack、Signal、Microsoft

Teams。 あなたがすでに使っているアプリから、テキストを送るだけでいい。

AIが実際に動く。

これは質的な違いだ。

理由③：完全オープンソース、コストゼロから始められる

エンタープライズAIツールの月額費用を知っているだろうか。 小規模チームで

も、月額数万円〜数十万円は当たり前だ。

OpenClawは無料。 1クリックセットアップのクラウドVPS版も、格安で動か

せる。

コスト障壁がない。だから68,000人が試した。



OpenClawの実際の動作ステップ（技術者でなくてもわかるように説明す

る）

Step 1：Gatewayをセットアップする 自分のPCまたはサーバーに

「Gateway（ゲートウェイ）」プロセスを1つ立ち上げる。これがOpenClawの

心臓部。

Step 2：使いたいチャットアプリを接続する WhatsApp、Telegram、

Discordなど、普段使いのアプリと紐づける。設定は想像以上に簡単だ。

Step 3：AIモデルを選ぶ ClaudeでもGPT-4でも、自分が使いたいLLMを選択

して接続する。モデルに縛られない設計がポイント。

Step 4：ツールとファイルのアクセス権限を設定する カレンダー、メール、ロ

ーカルファイル、外部APIなど、任意のツールを接続する。

Step 5：テキストを送るだけで動く 「来週の火曜日のアポを確認して、もし空

いてたら〇〇さんに連絡して」。あとはOpenClawが動く。

これが全部、自分のインフラで完結する。

「でも、セキュリティが心配じゃないの？」

正直に言う。

これは無視できないリスクだ。

CrowdStrikeのセキュリティレポートでも指摘されている。

OpenClawはローカルマシン上でファイルの読み書き、スクリプト実行、外部

サービスとの通信を行う。 設定を誤れば、プロンプトインジェクション攻撃や

資格情報の漏洩リスクが生じる。

実際、インターネット上に設定ミスで公開されたOpenClawインスタンスが

30,000以上存在すると報告されている。

これは軽視していい数字ではない。



しかし、だからこそ理解した上で使うことが重要だ。

正しく設定すれば、データが外部クラウドに送られないOpenClawは、むしろ

多くの既存ツールより安全と言える側面もある。

知識なしに使うのか、知識を持って使うのか。 その差が、リスクの差になる。

数字で見るOpenClawの現在地

GitHubスター数：68,000（2026年2月現在、増加継続中）

対応チャットアプリ：WhatsApp / Telegram / Discord / iMessage

/ Slack / Signal / Microsoft Teams 計7種以上

ローンチ：2025年11月（たった数ヶ月でバイラル化）

公開インスタンス数：30,000以上（セキュリティ研究者が確認）

創業者：Peter Steinberger（PSPDFKit創業者、テクノロジー業界での実

績あり）

これは実験段階のツールではない。 すでに「使われている」。

2026年、このトレンドはどこへ向かうのか

AIエージェントの世界で、今起きていることを一言で言えば、こうなる。

「中央集権クラウドAI」から「個人所有エージェント」へのシフト。

2年前、AIといえばクラウド上のサービスに質問することだった。

今、先端にいる人間は、自分のインフラ上でAIを動かし、自分のデータと接続

し、自分専用のデジタル代理人を持ち始めている。

この流れは止まらない。

2026年末までに、「自分専用AIエージェント」を持つことは、「自分専用スマー

トフォン」を持つことと同じくらい当たり前になるだろう——そう予測している

研究者は少なくない。

OpenClawは、その最初の出口の一つに過ぎない。



しかし最初に出口を知っている人間と、後から気づく人間では、何かが決定的に

変わる。

その「何か」を、あなたはまだ言語化できないかもしれない。

でも、すでに感じているはずだ。

まとめ：あなたのPCは、今夜から従業員になれる

OpenClawの核心を1行で言う。

「AIに答えてもらうのではなく、AIに動いてもらう時代が、もう始まってい

る。」

データはあなたのPC上。 指示はWhatsAppのテキスト1本。 作業はAIが実

行。

これが2026年の個人AIエージェントの姿だ。

まだ「AIを使っている気になっているだけ」の段階に留まるか。 それとも、AI

が実際に動く側に移行するか。

その選択は、あなたが今日、どこに時間と注意を向けるかで決まる。

この記事を保存して、何度も読み返してください。

OpenClawの公式ドキュメントは docs.openclaw.ai にある。 まず見に行くこ

とから始めよう。


